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アルビクス・マルチビューワ（ＭＶ-５3０） V0.２ 
 

概  要／特  長 
 

１．アルビクス・マルチビューワは、ＳＤＩ信号を入力し、大画面・高解像度液晶ディスプレイ 

などに分割表示することができます。 

２．最大実装時は１２０ｃｈ入力可能で、レイアウトが全く異なる分割画面を８系統出力します。 

例えば、１６分割画面を８系統出力することが出来ます。 

３．入力の１２０ｃｈは、８系統出力のどこにでも出力することが出来ます。 

また、１つの入力を分配し、複数の出力モニターに表示する事も可能です。 

運用時に、入力ｃｈを入れ替える事も可能です。 

※１入力を複数のモニターに跨いで表示することは出来ません。 

４．入力は、ＳＤ／ＨＤ／３Ｇ－ＳＤＩ（自動判別）で、混在可能です。 
※３Ｇ―ＳＤＩは ＬｅｖｅｌＡ／１０８０ｐ／４：２：２対応。 

３Ｇ－ＳＤＩ×４系統を田の字にレイアウトする事で４Ｋ簡易表示が可能です。  

※４Ｋ簡易表示：スケーラ４個を使用し、それぞれスケーリング処理を行い田の字にレイアウトを行います。  

５．エンベデッドオーディオに対応し、最大８ｃｈのオーディオレベルバーを合成することができ 

目視による音声の確認が出来ます。 

６．ＬＴＣ入力が可能でアナログ時計／デジタル時計表示を同時に表示可能です。 

７．レイアウトは出力毎に８個持つ事が可能です。 

８．チャンネル名称は、シフトＪＩＳコード（第一水準）の文字が表示可能です。 

出力ユニットで合成します。 

  ９．分割表示の他に背景画像表示やコメントウィンドゥ表示があり、背景に静止画を登録・表示 

したり、コメントウィンドゥで文字やタリーなどを自由に表示することが可能です。 

１０．外部制御はＬＡＮインターフェイスを装備し、アルビクスエラー装置と連動して 

エラーインジケータを表示する事が出来ます。 

機器状態は、ＳＮＭＰトラップで通知し、設定はＴＣＰ／ＩＰで行います。 

１１．電源はリダンダントでフロントメンテナンス可能です。 

 

 

 

仕  様 

 

 

＜機器構成イメージ＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 
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＜入力ユニット＞ 

 ◆ＲＥＡＲ基板、ＳＣＡＬＥＲ基板、ＯＵＴ基板で構成し、 

  主な機能としては、ＳＤＩ入力部、１２０ｃｈ入力マトリクス、画像リサイズ、 

  オーディオレベルバー合成などを行いＳＤＩで出力します。 

  最大実装時、１２０ｃｈの入力をレイアウトが異なる分割画面で８系統出力します。 

  

◆外観図 

   前面 

   フロント解放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

  

最大 5 枚実装 

２個でリダンダント 

最大16枚実装 

OUT 基板 

 

REAR 基板 

 

SCALER 基板 

 

電源ユニット 
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＜ＲＥＡＲ基板：ＩＮ－ＲＥＡＲ－２４＞ 

 ◆ＳＤＩ入力回路を２４個搭載します。 

 ◆入力ユニットに最大５枚実装可能で、最大１２０ｃｈ入力が可能です。 

 ◆入力信号コネクタ   ：ＢＮＣ×２４個 

 ◆入力信号    ：ＳＤ／ＨＤ／３Ｇ－ＳＤＩ ５９．９４Ｈｚ 

 ◆入力音声信号    ：エンベデッドオーディオ ８ｃｈ対応 

 

 

＜ＳＣＡＬＥＲ基板：ＩＮ－ＳＣＡＬＥＲ－８＞ 

◆入力８系統のリサイズ・合成処理を行います。 

◆入力ユニットに最大１６枚実装可能で、最大１２８ｃｈの子画面を出力可能です。 

 ◆その他機能 

・ＳＤＩ受信  ：ＳＤ／ＨＤ／３Ｇ－ＳＤI を受信します。（自動判別、混在可能） 
※３Ｇ―ＳＤＩは ＬｅｖｅｌＡ／１０８０ｐ／４：２：２対応。 

 ・オーディオバー表示 ：エンベデッドオーディオを分離しオーディオバーとして合成します。 

 ・ＩＰ変換   ：動き適応型ＩＰ変換を搭載しなめらかな動画を実現します。 

 ・リサイズ   ：任意位置、サイズに変換します。 

 

 

＜ＯＵＴ基板：ＩＮ－ＯＵＴ－８＞ 

◆ＳＣＡＬＥＲ基板からの信号を８系統の３Ｇ―ＳＤＩ出力信号にします。 

 また、出力ユニットからの制御を各基板に伝達したり、出力ユニットに伝達します。 

◆入力ユニットに１枚必要です。 

◆出力信号コネクタ   ：ＢＮＣ×８個 

出力信号      ：３Ｇ―ＳＤＩ 

 ◆制御コネクタ    ：ＲＪ－４５×１個（ＴＣＰ／ＩＰ） 

 

 

＜筺体：ＴＵ－７０１＞ 

 ◆外形    ：７Ｕラックマウントサイズ 

     W４３６×H３０４×D６６８ｍｍ（突起含まず） 

◆電源ユニット（ＰＵ－７０１）：２個実装可能です。 

２個でリダンダント、フロントメンテナンス可能です。 

◆重量      ：約３０ｋｇ 

◆消費電力／皮相電力   ：約８２０Ｗ／８２１ＶＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 
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＜出力ユニット＞ 

  ◆ＤＶＩ基板、ＣＮＴ基板で構成し、 

  主な機能としては、チャンネル名称合成や背景、インジケータ、コメントウィンドウの 

合成などを行います。 

モニターに合わせて、ＤＶＩやアナログＲＧＢ／ＳＤＩ信号に変換します。  

  外部（上位）からのコマンドを受信し、入力ユニットを含む各基板の制御を行います。 

  また、機器状態などをＳＮＭＰトラップで外部（上位）に通知します。 

 

◆外観 

  前面 

 フロント解放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

  

２個でリダンダント 

CNT 基板 

 最大８枚実装 

電源ユニット 

 

DVI 基板 
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＜ＤＶＩ基板：ＯＵＴ－ＤＶＩ＞ 

◆チャンネル名称、ロゴ、背景、コメント表示、インジケータ表示を合成します。 

 モニター解像度に合わせたスケーリングを行い出力します。 

◆出力ユニットに最大８枚実装可能で、８個のモニターへの出力が可能です。 

◆ＳＤＩ入力コネクタ   ：ＢＮＣ×１個  

ＳＤＩ入力信号    ：３Ｇ－ＳＤＩ ５９．９４Ｈｚ 入力ユニットより入力 

◆ＤＶＩ／ＲＧＢ出力コネクタ ：ＤＶＩ×１個 （アナログＲＧＢ＋デジタル） 

ＤＶＩ出力信号    ：ＤＶＩ 最大 １９８０×１０８０Ｐ 

※ケーブル長の制限が有ります。 

※ＤＶＩ－ＨＤＭＩ変換ケーブルを使用することで 

ＨＤＭＩモニターに出力可能です。 

ＲＧＢ出力信号    ：アナログＲＧＢＨＶ 最大 １９８０×１０８０Ｐ 

◆ＳＤＩ出力コネクタ   ：ＢＮＣ×１個 

ＳＤＩ出力信号    ：ＨＤ－ＳＤＩ ５９．９４Ｈｚ 

◆ＳＤＩ出力コネクタ   ：ＢＮＣ×１個 

ＳＤＩ分配出力信号   ：上記ＳＤＩ出力信号の分配出力 

◆ＶＢＳ出力コネクタ   ：ＢＮＣ×１個 

ＶＢＳ出力信号    ：コンポジットアナログＶＩＤＥＯ信号 

◆その他機能 

 ・時計表示     ：アナログ時計とデジタル時計を合成します。 

 

 
 

＜ＣＮＴ基板：ＯＵＴ―ＣＮＴ＞ 

◆外部（上位）からのコマンドを受信し、入力ユニットを含む各基板の制御を行います。 

   また、機器状態などをＳＮＭＰトラップで外部（上位）に通知します。 

◆外部制御コネクタ    ：ＲＪ―４５×１個 

制御方式     ：ＴＣＰ／ＩＰ  ＳＮＭＰトラップ出力対応 

◆入力ユニット制御コネクタ  ：ＲＪ―４５×１個 

制御方式     ：ＴＣＰ／ＩＰ 

◆ＬＴＣ入力コネクタ   ：ＢＮＣ×１個 

ＬＴＣ入力信号    ：ＬＴＣ（ＳＭＰＴＥ １２Ｍ） 

◆その他機能 

 ・ＬＴＣ入力   ：ＬＴＣ信号を受信し、アナログ時計とデジタル時計の情報を 

ＤＶＩ基板に出力します。 

 ・ＳＮＭＰトラップ送信 ：機器情報などをＳＮＭＰトラップで外部（上位）に通知します。 

 ・ＴＣＰ／ＩＰ   ：機器設定、機器情報取得などを外部制御コマンド（ＴＣＰ）で 

行います。 

 

 

＜筺体：TＵ－５０１＞ 

 ◆外形    ：５Ｕラックマウントサイズ 

     W４３６ｘH２１６ｘD４５２ｍｍ（突起含まず） 

◆電源ユニット（ＰＵ－５０１）：2 個実装可能です。 

        2 個でリダンダント、フロントメンテナンス可能です。 

◆重量      ：約１９ｋｇ 

◆消費電力／皮相電力   ：約４２０Ｗ／４２５ＶＡ 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 
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＜子画面表示イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜エラーインジケータイメージ＞ 

  エラー情報を表示可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

エラーが有る状態 エラーが無い状態 

Ch ロゴ Ch 名称 

エラーインジケータ 
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＜コメントウィンドウイメージ＞ 

 

 
 

 

 

＜コメントウィンドウ概略仕様＞ 

 
コメントウィンドウ 

   
区分 項目 値 備考 

ＩＤ 番号 １～１４４ 出力毎に１４４個出力可能 

表示 表示 コメント表示をＯＮ／ＯＦＦ   

マット 

X位置 ０～１９２０（２ドット単位）   

Y 位置 ０～１０８０   

幅 ２～９６０（２ドット単位）   

高さ ２～２７０   

枠 サイズ（枠太さ） 
０～１６（２ドット単位） 

０：枠無し 
マットサイズの内側に矩形枠 

コメントパターン ID 番号 
1～１０００ 

０:文字表示なし 

指定された ID 番号のコメントパターン

を表示する 

文字サイズ フォントサイズ 6～48pnt 1pnt ずつ指定可能   

文字エッジ エッジ幅 ０～５ ０：エッジ無し １～５で太さを選択可能   

書式 
配置上下 上詰め、中央配置、下詰め   

配置左右 左詰め、中央配置、右詰め   

    コメントパターン 
   

区分 項目 値 備考 

ＩＤ 番号 １～１０００ 
パターン１０００個を本体内に登録可

能 

マット 

色 ６４色中１色   

透過率 
１～４ 

１：０％ ２： ２５％ ３：５０％  

４：１００％（マット無） 

  

枠 

色 ６４色中１色   

透過率 
１～４ 

１：０％ ２： ２５％ ３：５０％  

４：１００％（枠無） 

  

文字 

文字色 ６４色中１色   

エッジ色 ６４色中１色   

テキストコード   
０～１２８（半角）文字以内 

文字コードはＵＴＦ８ 

 
 

 

 

 

仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

 


